
 

 

情報発信拠点「ここ滋賀」 第３期運営事業者の公募について 

 

１ 趣旨 

滋賀県情報発信拠点「ここ滋賀」の運営について、運営事業者との業務委託契約（第 2 期運営）の

契約期限が令和 9 年 3 月（令和８年度末）に到来することから、令和 9 年度以降の拠点運営（第 3

期運営）について公募型プロポーザルで運営事業者を選定し、拠点機能の強化を図る。 
 

【参考】ここ滋賀について 

・開設：平成 29 年 1０月  ・立地：東京都中央区日本橋 2-7-1  ・店舗面積：284 ㎡ 

・定期建物賃貸借契約の賃貸借期間：R９/4/1～R１9/3/31 

・第２期運営契約の契約期間：R４/４/1～R９/3/31 

 

２ 検討状況 

（１）「ここ滋賀」のあり方検討  

・令和６年９月定例会議 厚生・産業・企業常任委員会において懇話会の設置を説明 

      ・令和７年６月定例会議 厚生・産業・企業常任委員会において懇話会での議論の状況を説明 
 

（２）「情報発信拠点『ここ滋賀』の次期運営に向けて」をとりまとめ（裏面） 

・令和７年９月定例会議 厚生・産業・企業常任委員会で説明 

 

３ 検討を踏まえて企画提案で求める主な強化内容  
 
   これまでの運営を着実に引き継ぐとともに、昨年度にとりまとめた「情報発信拠点『ここ滋賀』の次

期運営に向けて」を踏まえ、企画提案を募集し、拠点機能の強化を図る。 

項目 企画提案で求める主な強化内容 

マーケット機能 
 首都圏での販路開拓方法 

 テストマーケティングおよび出品事業者へのフィードバック方法 

関係人口の創出 
 観光誘客をはじめ関係人口創出につなげる工夫 

 「ここ滋賀コンシェルジュ」を活用した来館者へのおもてなし 

目的に応じた情報発信 
 立地を活かした情報発信 

 滋賀の魅力を伝える訴求力の高い催事の企画 

 

４ スケジュール（予定） 

  令和８年 

７月定例会議 観光文スポ・県土・交通常任委員会で公募概要報告 

９月 公募開始 

１１月 プロポーザル審査会の開催  

１１月定例会議 観光文スポ・県土・交通常任委員会で審査結果の報告 

１２月 第３期運営委託契約締結（契約期間：～R１４/3/31） 

 

 

観光文スポ・県土・交通常任委員会 資料８ 
令 和 ８ 年 （ 2 0 2 6 年 ） ８ 月 ５ 日 
観 光 文 化 ス ポ ー ツ 部 観 光 政 策 局 



情報発信拠点『ここ滋賀』の次期運営に向けて（主な概要） 

 

■「ここ滋賀」のパーパス等 

  ここ滋賀のパーパスを「首都圏における滋賀のゲートウェイ」と定める。「ゲートウェイ」は、「東京から

滋賀」と「滋賀から東京」の双方向性のある結節点として、また世界につながる結節点としての役割を持

つ。 

  

■「ここ滋賀」の担う役割とさらなる機能強化 

（１）マーケット機能  

  販路開拓機能の強化を図り、首都圏への販路開拓を一貫して支援できる体制を整える。 

 

新たな販路開拓の仕組み

づくり 

新たに専門の人材を配置するなどにより、商品の目利きやブラッシュア

ップ、県内事業者へのフィードバックなどを行うとともに、首都圏にある

百貨店等のバイヤーを店舗に招へいし商談の機会を提供するなど、販

路開拓の仕組みを構築し、実現していく。 

テストマーケティング機能

の強化 

テストマーケティングコーナーを常設で設置し、ここ滋賀のテストマーケ

ティング機能を強化する。 

高品質産品の販路開拓を

通じた発信の強化 

発信力が高く市場が大きい首都圏において県産品の高価格帯でのブ

ランド形成を目指す取組を進める。 

 

（２）関係人口の創出 

    これまでの観光誘客等の取組を通じて得られた滋賀ファンやゆかりの方々とのつながりをさらに

強化させ、これを関係人口の創出につなげていくことを目指す。 

滋賀ファンづくりとネット

ワークの拡大等 

関係人口創出の拠点として、ゆかりのある人の掘り起こしやファン

づくりに取り組むとともに、ネットワークの構築およびリスト化に

努め、PR やマーケティング等に活かしていく。 

コンシェルジュによる案

内・相談体制等の強化 

観光コンシェルジュを「ここ滋賀コンシェルジュ」に改称し、来館者の

様々なニーズにワンストップで対応できるよう機能強化する。 

しが IJU 移住相談センタ

ーとの連携 

滋賀県への移住希望者からの相談に対しては、しが IJU 相談センター

(千代田区有楽町）と連携して対応していく。 

 

（３）目的に応じた情報発信 

    滋賀の認知度をさらに向上させるために、情報発信を強化し、様々な主体と連携した企画催事を

行っていく。 

情報発信の強化 
旬の話題を、タイムリーに取り上げ、メディアへのアプローチを行ってい

くとともに、立地の良さを活かした効果的な情報発信を行っていく。 

企画催事における多様な

主体との連携 

多様な主体と連携して、首都圏の人々に滋賀の魅力を体験してもらえ

るような企画催事を行う。また、社会性を持った企画催事も実施する。 

 


